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みずほ銀行が広告ビジネス、サイバーエージェントと提携

　みずほ銀行はサイバーエージェントなどと組み、今年春をめどに広告ビジネスを始める。銀行が持つ
膨大な情報を生かし、企業が地域や属性を絞って広告を出せるようにする。ATMコーナーにあるデジ
タルサイネージやダイレクトメールの投函（とうかん）から始め、グーグルやフェイスブックにも広告
を出稿できるようにする計画だ。

　みずほ銀行では約2300万の個人客が口座を持つ。銀行口座を出入りするお金の流れやクレジットカ
ードの利用歴といった情報をもとに、国勢調査などを重ねて地域ごとの年収や決済額のデータを加工の
うえ提供している。みずほは広告に強いサイバーエージェントの知見を組み合わせ、新たな顧客を増や
したい企業のマーケティング活動に使えるようにする。

　広告を始めるにあたっては、専用のコールセンターを設けるなどして個人が受け取りや配信を拒める
ようにする。同意の有無を尋ねるシステムはフライウィール（東京・千代田）がつくる。銀行の個人情
報が提携先に渡ることはないという。

　銀行による広告ビジネスは2021年11月施行の改正銀行法で認められた。大手行では三菱UFJ銀行も
サイバーエージェントと展開するほか、三井住友フィナンシャルグループが電通グループと共同出資会
社をつくった。銀行のアプリに企業の広告を配信するなどしている。
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